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７
月
26
日
（
木
）
、
保
呂
羽

会
館
に
お
い
て
お
茶
っ
こ
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
築
館
在
住
の
マ

ジ
シ
ャ
ン
‚
シ
ン
ヤ
‘
さ
ん

の
手
品
を
楽
し
み
ま
し
た
。

白
い
鳩
の
マ
ジ
ッ
ク
で
始
ま

り
、
次
々
披
露
さ
れ
る
マ
ジ

ッ
ク
に
「
え
っ
!
な
ん
で
」

と
不
思
議
で
し
た
が
、
種
明

か
し
も
あ
り
、「
な
る
ほ
ど
、

そ
う
言
う
こ
と
か
」
と
感
動

し
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
楽
し
い

会
と
な
り
ま
し
た
。

保呂羽地区社協
（会長　川村幸雄）

７
月
22
日
（
日
）
、
輝
井
生
活
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
認
知
症
」
を
テ
ー
マ
に

お
茶
っ
こ
会
を
開
催
し
、
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
体
重
・
血
圧
測
定
、
認
知

症
チ
ェ
ッ
ク
表
で
チ
ェ
ッ
ク
し
保
健
推

進
員
か
ら
予
防
の
た
め
の
食
と
生
活
に

つ
い
て
の
話
が
あ
り
、「
明
日
は
我
が
身
」

と
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
音
楽
に
合
わ
せ
て
の
予
防
体
操

を
行
い
、
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
指
や

体
に
み
ん
な
で
爆
笑
し
ま
し
た
。

最
後
に
夏
の
定
番
「
冷
や
し
中
華
」

を
食
べ
な
が
ら
井
戸
端
談
義
、
和
気
あ

い
あ
い
の
中
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

輝 井 地 区 社 協
（会長　荒川　武）

一迫支部 地域支援事業
「高齢者のつどい」

（歳末たすけあい募金配分事業）

７
月
24
日
（
火
）
、
一
迫
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
一
迫
地
区
内
に

お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
々
を
対
象

と
し
た
「
高
齢
者
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
古
川
市

加
藤
流
三
絃
道
「
訓
鈴
会
」
の
方
々

に
よ
る
三
味
線
、
尺
八
演
奏
の
披
露
、

民
謡
を
楽
し
み
ま
し
た
。
昼
食
は
、

場
所
を
移
動
し
皆
で
会
食
し
ま
し
た
。

会
話
も
弾
み
、
有
意

義
な
つ
ど
い
と
な
り

ま
し
た
。

暑
い
中
、
大
勢
の

方
々
に
参
加
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

地区社協活動紹介

さ
と 

す
ず 

か
い

音
楽
に
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
予
防
体
操

１
、
２
、
３…

何が出てくるでしょう!? 不思議ですね
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８
月
３
日
（
金
）
、
本
町
地
区
で
防
災

ま
っ
ぷ
作
成
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
講
師
の
ウ
ェ
ザ
ー
ハ
ー

ト
災
害
福
祉
事
務
所 

代
表 
千
川
原
公

彦
さ
ん
と
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
栗
駒
六

日
町
行
政
区 

高
橋
義
昌
さ
ん
よ
り
、
防

災
ま
っ
ぷ
の
ね
ら
い
や
作
り
方
、
ア
ド

バ
イ
ス
等
を
お
聞
き
し
た
後
、
本
町
地

区
の
危
険
個
所
を
参
加
者
で
確
認
し
、

情
報
を
集
め
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

午
前
中
に
確
認
し
た
危
険
個
所
や
、
災

害
時
ひ
と
り
暮
ら
し
等
声
が
け
が
必
要

な
世
帯
、
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
な
ど

を
地
図
に
書
き
込
み
ま
し
た
。

防
災
ま
っ
ぷ
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の

危
険
個
所
の
把
握
や
、
住
民
同
士
の
支

え
合
い
、
今
後
の
防
災
へ
の
意
識
づ
け

の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

防
災
ま
っ
ぷ
作
成

　
　
　
　事
業
紹
介

　
　
　
　
　（社
協
会
費
充
当
事
業
）

高
齢
者
生
き
が
い
活
動

支
援
通
所
事
業

〜
利
用
者
募
集
〜

軽
体
操
、
創
作
活
動
、
温
泉
保
養
、
紅

葉
狩
り
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

電
話
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
時
　
毎
週
火
曜
日

（
年
末
年
始
、
祝
日
等
は
除
く
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

利
用
対
象
者

自
立
し
て
生
活
を
送
っ
て
い
る

（
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
）

60
歳
以
上
の
方

会
　
　
場
　
一
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

利
用
料
金
　
１
回
あ
た
り
９
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
）

※

施
設
を
利
用
す
る
時
は
、
別
途
負

担
金
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

送
　
　
迎
　
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
送
迎

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
栗
原
市
社
協
一
迫
支
所

電
話 

52-

４
４
３
３

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
栗
原
市
社
協
一
迫
支
所
（
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
）

◆
電
話
相
談

開

設

日
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
一
迫
支
所
　
電
話
：
52-

４
４
３
３

11
月
９
日（
金
）

12
月
７
日（
金
）

10
月
26
日（
金
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

皆さんの参加を
お待ちしています。

毎
年
、
共
同
募
金
運
動
に
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
10
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、

各
世
帯
へ
の
戸
別
募
金
、
法
人
・
学
校
募

金
、
募
金
箱
の
設
置
を
通
じ
て
募
金
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

奉
仕
委
員
さ
ん
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
た

際
に
は
、
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
展
開
中
！
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